
半導体集積回路の医療・環境応用

感染症の早期発見、予防医療による健康な生活と医療費削減、環境モニターのデバイス基盤技術

応用例

特徴

■4,096個のセンサ（電位・電流・インピーダンス・ホト）を 7mm 角の1チップに集積
■酸化還元電位計測により従来より100倍の安定検出
■mL のサンプルを pL の区画に分割して同時並列計測
■病原性微生物（ウイルス、細菌、原虫など）をフィールドで10分以内に検出するハンドヘルド・スタンドアローン装置

小型可搬型バイオ検査装置
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研究開発用 一般ユーザー用

BCT-II BCT-III

Sensor type redox potential, impedance, optical image 

Power DC 5V (USB port) internal battery

Data storage USB storage (USB port) internal & WiFi connection

Dimensions (mm) W130 x D100 x H55 W71 x D135 x H23

Weight (g) 650 243

スムースな移行
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ナノレベルの空間分解能による
病原性微生物（ウィルス、細菌、原虫など）の1分子検出

病原性微生物特有の誘電分散を検出

オンチップ・インピーダンス・センサ
pL溶液中の微量インピーダンスを計測
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f =  1 Hz – 3 MHz
Z = 1 MW – 10 GW



プロット

7.6 x 106 CFU/mL

溶液 電極間上容積の
の平均菌数
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大腸菌の検出

・ 大腸菌の数密度に依存したβ-分散に
由来するインピーダンス変化を計測

・ 生菌で見られるβ-分散が死菌では見
られない

イオン水による検証



採取検体と
抗体ビーズ
を混合

磁石により
ビーズを集
める

上澄み液
の除去

所要時間10分

洗浄液を
入れる

磁石

インピーダンス検出

センサへ
導入

所要時間 1分

１～２回

センサへ
導入

断面図

病原性微生物 絶縁膜

Si 集積回路

検出
電極

抗体

生菌の検出

選択的な生菌の検出

大腸菌検出のプロセスと仕様

項目 目標

試薬 不要

大腸菌検出範囲 1 – 107 CFU/mL

検出時間 採取から10分

インピーダンス検出


